
沼の家の話
「初代堀口亀吉という人物」

大正時代？

大沼地区

　そんな亀吉が創業した沼の家の様子を写した
ものが上の写真で、風情ある平屋の建物とだん
ごの旗、ほかにもよく見ると店舗の前に、白馬
が置かれているのがうかがえます。これは、ど
うやら本物ではなく、木馬だったようで、どの
ような理由で、この木馬が置かれたのかわかり
ませんが、こういった一風変わった演出も、も
しかしたら、亀吉独自の感性から来るものなの
かもしれません。
　ちなみに明治36年に発行された大沼初の観
光案内書でもある『北海道の一大楽園「大沼案
内記」』には、当時この辺りは、茶店一つない
ところでは騒人も雅客も閉口なので、早く客を
待つ設備をなすべきだ・・・というような内容
が記されています。このことは、亀吉が大沼に
移住した当初は、茶店もない場所だったことを
記していると同時に、その後開業した沼の家
が、大沼における「休み処」の先駆的役割を果
たしたとも考えられ、亀吉が抱いていた大沼公
園発展への情熱を感じます。
　そんな歴史に思いを馳せながら、現在も変わ
らぬ大沼のだんごの味を楽しんで頂けれ
ば・・・と、ちょっと甘い誘惑を投げかけてみ
たのですが、いかがでしょうか？

　七飯町のお土産の代名詞といっても過言では
ない「大沼だんご」は歴史が古く、その始まり
は明治36年頃といわれています。現在、幾つ
かの店舗がだんごを販売していますが（いずれ
もおいしいですよ）、よくみかける「沼の家」
のものは、大沼に函樽鉄道が開通したことを受
け、明治38年に初代堀口亀吉が、観光土産品
として販売したことに由来しています。
　堀口亀吉は、上磯町（現　北斗市）に生ま
れ、上磯～函館間の乗合馬車業を経営していた
が、明治36年に大沼に移住。当時から文化人
との交流があり俳句を嗜むなど、感性豊かな人
物だったようです。このことは、現在使われて
いるパッケージに、俳壇の重鎮だった花本聴秋
の「花のみか 紅葉にも此 だんごか哉」という
句が印刷されていることや、だんごの折を大沼
湖と小沼湖を表わすように大小に区切り、そこ
に詰められただんご自体が、湖にうかぶ島々を
みたてているという、遊び心にも似た工夫にも
見て取れます。
　さらには、沼の家を経営しながら、上磯から
エビを持ち込んでは、大沼湖へ放していたとい
われることから、大沼の水産業の発展に寄与し
た一人という一面も持ち合わせています。
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　　　　　夜の博物館後期講座、第2回は
「ななえの水」と題して、七飯町の水に関
わる自然や歴史の話をしました。
　七飯町を代表する飲料水「夢水氣」を飲
みながら、ダムの役割をしている横津連山
の自然や明治期の水車場や水力発電の歴史
を学芸員がスライドで解説し、さらには、
昔七飯町で使われていた木製の水道管を実
際に触れるなど、終始、和やかな雰囲気で
学びました。
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講座の様子
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　この時期になると、夏の思い出を整理することに
なる。思い出とは、昆虫標本整理のこと・・・。昨
年も多くの昆虫たちに出会ったはずなんだが、標本
数から考えると、例年よりも圧倒的に少なく、それ
はイコール、私がフィールドへ出れていなかったこ
とを示すバロメーターにもなっている・・・。
　多忙ではあるが、来年度はもう少し自然と向き合
える環境を整えなくてはいけないと自戒している
が、組織が認めるのかが問題だ。（やまだひさし）
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※3月の休館日はありません。

　編 集 後 記 　～tawagoto～
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29　除雪・・・。皆さんも苦労しているこ
とかと思います。当館でも、建物の構造
上、軒下への落雪が尋常じゃない量とな
るので、今年も男スタッフの苦痛な冬の
仕事となっています。少しでも、楽しよ
うと除雪機を借りて臨んではいるのです
が、素人の扱い、そして氷と化した軒下
の雪には、なかなか歯が立たないため、
思うようにはいきません。慣れるころに
は春なのかな？

動かない除雪機に四苦八苦！
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3月の予定
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　　　　　　ジュニア探検クラブで
は、「冬のあそび」と題し、凧とス
ノーランタン作りに挑戦しました。
　最近、凧上げをしている様子を見
かけなくなりましたが、今回はビ
ニールを使った簡単な凧つくりで
す。まず、学芸員が伝統的な和凧を
紹介。凧のしくみなどを説明して、
実際に自分たちで作ります。カッ
ターの扱いに苦労しながらも、ビ
ニールを切り、絵を描いて、竹ひご
と糸を取り付けて完成！午後から、
実際に凧を上げたのですが、意外に
よくあがりましたよ。その後は、空
き缶を使ったスノーランタンつく
り。寒い中、頑張りましたね。

ただ今、常設展示室内にひ
な人形を展示中です。3月3
日には片づけますので、そ
の前に是非ご覧ください。

＜２０１３．１＞

雛人形を展示中です

この形の凧を
つくります。

走れ～。　止ま
るな～！！

カッターに苦労
してます！


